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＜別 紙＞ 

ＩＨ式アルミ溶解保持炉の開発概要 

 

１ 仕  様 

表１ 開発品の仕様 

加熱方法 ＩＨ方式 

アルミ保持重量 ２００ｋｇ 

保持温度 ６６０～７２０℃ 

制御方式 ＰＩＤ制御（湯温の比例制御） 

定格電圧・出力 ＡＣ２２０Ｖ・２０ｋＷ 

溶解時電力  ２０ｋＷ 

保温時電力  １２ｋＷ 

炉体寸法(ｍｍ)  
幅×奥行き  １２００×１２００ 

高さ  １３６０ 

制御盤寸法(ｍｍ)  
幅×奥行き  １１００×４００  

高さ  １１００ 

重量(ｋｇ)  
炉体  １２００ 

制御盤  １５０ 

 

    制御盤                炉体 
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２ 特  長 

 （１）高い省エネルギー性能 

  ＩＨ方式は、ガス燃焼方式特有の排ガスによる熱損失もなく、直接鉄釜に熱伝達できる

ため、効率的に加熱することが可能で、１次エネルギー換算で約２割、ＣＯ２排出量で

約５割の削減を達成しています。 

 

 （２）優れた温度制御性 

  ガス燃焼方式の温度制御性が±５．０℃に対して、ＩＨ式アルミ溶解保持炉の温度制御

性は±１．０℃の性能があります。 
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 （３）作業環境の大幅な改善 

  ＩＨ式アルミ溶解保持炉は、ガス燃焼方式のように高温（６００℃～１０００℃）の排ガスの

発生がありません。よって、炉周辺の温度が上昇しませんので作業環境が大幅に改善

されます。 

    

表２ アルミ溶解保持炉性能比較 

 ＩＨ方式 ガス燃焼方式 

アルミ保持重量  ２００ｋｇ 

保持温度  ６７０℃ 

制御方式  ＰＩＤ制御 オン－オフ制御 

消費電力 １２ｋＷ － 

消費ガス量 － １．３Ｎｍ3（ブタン） 

一次エネルギー消費量＊1） １１７ＭＪ 

（７８％） 

１５１ＭＪ 

（１００％） 

毎時 CO2排出量＊2）  ５．００ｋｇ 

（４６％） 

１０．９２ｋｇ 

（１００％） 

＊１）一次エネルギー換算値 

   1kWhにつき、9.76MJ、 ガス（10％プロパン混合ブタン） 1Nm3につき、113.2MJ 

    ＊２）CO2排出量原単位 

    1kWhにつき、0.417kg-CO2（2009 年度の当社排出原単位［京都メカニズムクレジット反映後］） 

  ガス（混合ガス）1Nm3につき、8.13kg-CO2（日本 LP ガス協会 HP より計算） 
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